
1.緒 言

柿の葉にはアスコルビン酸やタンニンおよびカテ

キン，アストラガリンなどが含まれており1�3），ラ

ジカル消去作用4�7），アレルギー抑制作用8�10）など

の働きがあることが知られている。筆者らも長野県

産の市田柿の葉にアスコルビン酸やカテキン類が豊

富に含まれ，それらが季節によって変動することを

明らかにしてきた。また，柿の葉には・-アミラー

ゼ活性阻害作用があることを認めた11）。このこと

は，柿の葉に血糖値を抑制する働きがある可能性を

示唆している。そこで，今回は，香川県産の柿の葉

から製造した市販の柿の葉茶およびその濃縮物を米

飯とともに摂取し血糖上昇抑制効果を調べた。

2.実験方法

（1） ポリフェノールの定量およびα-アミラーゼ

活性阻害試験における試料の調製

ポリフェノールの定量および・-アミラーゼ活性

阻害試験には，柿茶本舗�有限会社生化学研究所製

の柿茶バッグ（「大和柿」と「愛宕柿」の葉が1:1に配

合されたもの1.5g入り）を用いた。この柿の葉茶バ

ッグ1袋を予め温めておいた200mL容ビーカーに

入れ，沸騰蒸留水150mLを加えたのち，時計皿で

ふたをし，1分，3分，5分浸出後，ろ過（ろ紙No.2）

したものを，試験液として用いた。

（2） ポリフェノールの定量

総ポリフェノールの定量は FolinDenis法を用

いて行った。試料（柿の葉茶熱水浸出液）2mLにフ
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ェノール試薬2mLを加え撹拌し，3分放置後10％

炭酸ナトリウム水溶液2mLを加え60分間放置し

たのち，波長760nmで吸光度を測定し，カテキン

相当量として表した。

（3） α-アミラーゼ活性測定

0.02％ デンプン溶液（0.1M リン酸緩衝液）6mL

に試料液40・Lを加え撹拌したのち，37℃，5分間

加温した。次に，・-アミラーゼ（0.04U）（Sigma社

製TypeⅨ-Aヒト唾液由来）を60・L添加し，37℃で

10分間加温，次いで沸騰水中で10分間加熱後冷却

した。これに5mMヨウ素液を3mL加え，蒸留水

で液量を10mLにしたのち撹拌し，660nmで吸光

度を測定した。

（4） 血糖値測定に用いた柿茶飲料の調製

柿茶葉（生化学研究所製，1バッグ4g）2バッグを

ティーポットに入れ，熱水500mLを加えて10分

間浸出し，バッグを取り出したのち，300mLを測

りとり試験液Aとした。また，柿の葉茶浸出物の

濃縮粉末（生化学研究所製，アスミン）0.8gに熱水

180mLを加えて撹拌し試験液Bとした。

（5） 血糖値測定試験

健常な20～50歳代女性6～7名に試験の内容，目

的について説明し，自由意志による同意を文書で得

られた人を被験者とした。本試験はヘルシンキ宣言

に基づく倫理的原則を遵守し，飯田女子短期大学倫

理審査委員会の承諾を得て実施した。

実験前日の昼食までは自由摂取とし，夕食は午後

9時までに米飯180gとレトルトカレー1袋で済ま

せた。以後，水のみを自由摂取とした。

血糖値測定試験Ⅰは，試験当日の朝9時に空腹時

血糖値を測定し，その後，米飯 150gと試験液 A

300mLを摂取した。米飯摂取後，15,30,45,60,

90,120分後の血糖値をメディセーフミニ（TERUMO）

を用いて測定した。なお，測定には各人2台の計測

器を用いた。

血糖値測定試験Ⅱは，Ⅰと同様に試験日の朝9時

に空腹時血糖値を測定した。引き続き，まず柿の葉

茶浸出物の濃縮粉末（アスミン）0.8gを熱水150mL

に溶解して飲用した後，米飯（180g）とともに試験

液B 180mLを摂取した。なお，ブランク実験は

本実験の柿の葉茶浸出物にかえて白湯をそれぞれ試

験Ⅰは300mL，試験Ⅱは330mL，米飯とともに

摂取し血糖値を測定した。さらに，各実験は一週間

以上の期間をあけて3回繰り返した。

それぞれの血糖変動曲線から血糖曲線下面積12）

および各時間の平均値を算出し統計処理した。デー

タ間の有意差検定は，SPSSを用い paired-t-test

で行った。有意水準は5％とした。

3.実験結果および考察

（1） 柿の葉茶浸出液のポリフェノール量

柿の葉茶浸出液のポリフェノール含有量を図1に

示した。市販の柿の葉茶バッグは浸出時間が長くな

るにつれ，総ポリフェノール含有量は増加し，5分

浸出液では，カテキン相当量で247・g/mLであっ

た。柿の葉にはポリフェノールが豊富に含まれてい

るが，食品成分表にしたがって浸出した市販の緑

茶，紅茶，ウーロン茶浸出液のポリフェノールに比

べると量が少なかったので，今回飲用試験には10

分間浸出したものを用いた。ポリフェノール量は

376・g/mLであった。

（2） 柿の葉茶浸出液のα-アミラーゼ活性阻害

・-アミラーゼの活性阻害率（図2）は，浸出時間

1分のもので33％，3分で44％，5分で53％，10分

間浸出で65％だった。柿の葉茶浸出液のポリフェ

ノールは浸出時間とともに増加し，それに比例して

・-アミラーゼ活性阻害率も高くなった。植物に含ま

れるタンニンがタンパク質である酵素と結合し酵素

活性を阻害することはすでに知られている13）。・-

アミラーゼも柿の葉茶浸出液中のカテキンやタンニ

ンと結合し，活性が抑制されたと考えられた。摂取

したデンプンは，唾液や膵液から分泌される・-ア

ミラーゼで分解されるが，小腸においても・-グル

コシダーゼ等で分解されるため，現在 ・-グルコシ

ダーゼの活性阻害も検討中である。

（3） 柿の葉茶浸出液のヒト食後血糖上昇抑制効果

7名の血糖値測定試験Ⅰの結果を図3に示した。

血糖値が最高に達する時間および経時変化は個人差

が大きく，ピークに達する時間は食後30分あるい

は45分で，ブランクでの最高値は138～195mg/dL
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図1 柿の葉茶浸出液のポリフェノール量

平均±標準偏差 n＝6
柿茶 1.5gバッグ入り
150mL熱水にて抽出（1,3,5分）

図2 柿の葉茶のα-アミラーゼ活性阻害率

平均±標準偏差 n＝6
柿茶 1.5gバッグ入り
150mL熱水にて抽出（1,3,5分）

図3 血糖値測定試験Ⅰにおける血糖値の変化

米飯150g＋白湯300mL
米飯150g＋柿の葉茶浸出液300mL



であった。しかし，米飯 150gとともに試験液 A

を摂取したとき，一部の被験者に血糖値の最高値が

若干低下する傾向がみられたが，有意差を認めるに

は至らなかった。そこでより濃度の高い，柿の葉茶

浸出物の濃縮粉末（アスミン）を用い血糖値測定試

験Ⅱを行った。その結果（図4），白湯を飲んだ時よ

り柿の葉茶浸出物の濃縮粉末を飲んだ時の方が，a,

c,fの3人の血糖値が低くなった。また，図5に6

人の血糖値の変化の平均（空腹時血糖値を0とした）

を示した。結果，米飯摂取後15分の血糖値が有意

に低下した。また，有意差はみられなかったものの

被験者の血糖値は，食後30,45,60,90,120分の

いずれも対照群より低くなり，上昇が緩やかになる

傾向がみられた。
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図4 血糖値測定試験Ⅱにおける血糖値の変化

図5 柿の葉茶浸出濃縮物が血糖値に及ぼす影響

白湯150mL，米飯180g＋白湯180mL
柿の葉茶浸出物濃縮粉末0.8g(熱水150mL)，
米飯180g＋柿の葉茶浸出物濃縮粉末0.8g(熱水180mL)

白湯＋米飯
柿の葉茶浸出液濃縮物＋米飯

n＝6 ＊,p＜0.05（pairedt-test）



田村ら14）はおとぎり草茶，本ら15）はヒメウコギ

葉茶にポリフェノールが多く含まれ，血糖上昇を抑

制する効果があることを明らかにしている。本実験

においても同様の傾向が認められ，長期間柿の葉茶

浸出物の濃縮粉末を飲用した場合，食後血糖値が急

激に上昇する傾向にある人に対しては，血糖値抑制

効果を発揮する可能性があることが示唆された。

柿の葉にはポリフェノールが多く含まれているが，

今後は水溶性食物繊維含量なども測定し，これらの

成分が血糖値抑制に及ぼす影響についてさらに検討

していきたいと考えている。

4.要 約

柿の葉茶浸出液のポリフェノール量および・-ア

ミラーゼ活性阻害について調べた。また，柿の葉茶

浸出液およびその濃縮物のヒト食後血糖値上昇抑制

効果を検討した。

（1） 総ポリフェノール量は，浸出時間が1,3,5

分と長くなるのにつれ増加し，・-アミラーゼ活

性阻害率も総ポリフェノール量に比例して高く

なる傾向を示した。

（2） 健常者6名が柿の葉茶浸出液の濃縮物を米飯

とともに摂取したところ，食後15分の血糖上

昇を有意に抑制した。

以上の結果から，食後血糖値が急激に上昇しやす

い人にとって，柿の葉茶浸出液を濃縮した飲料は有

用な飲料となる可能性が示唆された。

試料をご提供いただきました（有）生化学研究所 社長

井上信幸氏に厚く御礼申し上げます。
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